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すいすい会
デ ー タ サ イ エ ン ス

第26回「ロケーションテックと
自動機械学習」
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すいすい会の紹介
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nデータサイエンスに関する知見を共有しあい
みんなで実践的な理解度を高めたい

• 実践を重視しているGRIなりの考え方を共有します
• 集合知にするため、皆さんの知見をご共有いただきたいです

n資料：　 GRIホームページ　
nSlack　 ForecastFlowチャンネル　 https://join.slack.com/t/forecastflo

wusers/shared_invite/enQtNTgyMj
cxOTg0NzcxLTBkOWEzYWMwNDJm
NTkyMDQzYmIxYWU0YWI4ZmU3Z
DU0ZTMxNDUwODAxMWFmYmU1
YjJiZGI0MjRhYWYyYTNlZTQ

https://gri.jp/news/12924
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過去のすいすい会の動画（YouTube）
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https://www.youtube.com/c/GRIinc
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ナビゲータの背景

• 株式会社GRI 取締役
• Ph.D in Computer Science
• GRIにて50以上のAI, BI, 分析基盤構築プロジェクトをリード
• KPMGコンサルティング、University of Southern California、ドワンゴを経て、2016年9月より現職

古幡征史
株式会社GRI　取締役
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すいすい会
デ ー タ サ イ エ ン ス

第26回「ロケーションテックと
自動機械学習」
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本日の目的
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nロケーションテックの概観をする

n可視化分析との関連性を知る

n位置情報を使った自動機械学習の利用例を知る
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ロケーションテックについて
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n位置情報データの収集技術
n位置情報データの蓄積＆集計技術
n位置情報データの可視化分析技術
n地理情報（GIS: Geographic Info. Sys.）
nデジタル地図
n位置情報活用アプリケーション（広告など）
nO2O/OMO技術
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位置情報データについて
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n人や車などの動きを捉えたデータ（下記は収集方法による分類）

GPS RFIDタグ Wifi ビーコン

移動体の地点情報を収集 移動体の機器設置場所への
近接情報を収集

屋外OK
屋内NG
高さNG

屋内OK
広範囲NG

屋内OK
広範囲NG

屋内OK
広範囲NG
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GPSデータについて
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nある時刻での地点データ（緯度、経度）という表現
n単一データでは地点にいたのは分かるが、移動と滞在の区別が付かない
デバイスID データ収集時刻 緯度 経度
HGSJAHASJ 2022-01-16 09:00:00 35.68944 139.69167

35.68944
139.69167
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GPSデータについて

10

n複数時刻以上の地点データを組み合わせると滞在・移動の意味を持つ
• 滞在と移動（移動方法）

デバイスID データ収集時刻 緯度 経度
HGSJAHASJ 2022-01-16 09:00:00 35.68944 139.69167
HGSJAHASJ 2022-01-16 09:01:00 35.68644 139.69167

35.68944
139.69167

35.68644
139.69167
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位置情報データの基礎知識
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nPOI（Point of Interest）:　分析対象としての興味のある地点
nGeofence：　仮想的な地理的境界線

• この通りに広告を出した時、どのくらいの人が通過したか知りたくなる
• ジオフェンスを張って分析をしたい

Geofence
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GPSデータについて
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nGPSデータは断続的なため、移動経路までは分からない
nPOIへの接触を知るためには、ジオフェンスを通過したかの推定アルゴリズムが必

要となる
• GRIでは、このアルゴを自作している（大量データを外部サービスAPIで移動経路推定をかける

と、費用がかかりすぎるため）
• その他に、移動手段推定、利用電鉄線区推定、利用駅推定、利用改札推定

35.68944
139.69167

35.68644
139.69167
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Tableauでの可視化の例
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n渋谷駅前のビジョンへの接触統計（ダミー数値）

https://public.tableau.com/app/profile/griinc6648/viz/_16424118502200/sheet12ビデオリサーチ社と共作
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ジオフェンスへの接触統計レポートのフロー例
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Geofence
作成ツール

Geofence
データ

スマホ
アプリ

位置情報
データ

POI
接触統計

POI
接触判定

Tableau
可視化ツール

Mapbox /
Openstreetmap

位置情報の利用許諾 BigQuery Python BigQuery

2,400万/日 =
10万DAU x 4時間 x 60分

175.2億 = 
2,400万/日 x 730日

100POI

1% 数万~数百万UU/Day

※データボリュームの試算例
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将来的にグラフDBにて複雑な条件を簡単に集計可視化
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nGraph DBと可視化で、From-Toのデータ（例：乗車駅-降車駅）を基点と終点で集
約集計、及び可視化できるようにする（専門用語でODペア）
n例）恵比寿駅で降りる人は、どこから来るか？
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将来的にネットワーク分析に強い可視化ツール
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n例）Cambridge Intelligence
nhttps://cambridge-intelligence.com/
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位置情報の可視化はjavascriptで発展していくと想定
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nTableauは現在の表形式データ中心のデータの持ち方では限界
nUberのKepler.gl (Tableau-kepler.gl拡張も存在)

https://kepler.gl/
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ロケーションテックと自動機械学習の２つの利用例
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ロケーションテックと自動機械学習の利用例

①顧客の離反予測での地域情報の特徴量利用

19
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①顧客の離反予測でのロケーションテックの活用
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n顧客の住所は、特徴量に入れやすいが、少し効きにくいのと解釈しにくい
• カテゴリ特徴量の数が47都道府県だと、情報が粗すぎ＆読み取りにくい
• 市区町村や町丁目レベルだと、種類が多すぎるため、読み取れない

n顧客住所をGISの地域セグメント情報に変換した特徴量は分かりやすい傾向
• 技研商事社やMosaic社など（GRIでも構築中）

地域セグメント
情報

顧客マスタ

行動データ 機械学習
データセット

自動機械学習



©GRI Inc.

地域セグメントの例
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n顧客の住所を地域セグメントに変換
n把握しやすいのは大きめの粒度で、細かい粒度は把握が困難な傾向
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郵便番号界とGA界の地図とGISの提供
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nGRIより郵便番号界とGA界の地図とGISの販売可能
n貴社独自データのバンドル販売可能

eStatの町丁目ベースだと
細かすぎて、分かりずらい

（地域形状データを無料で入手可能）

郵便番号単位ならば、
マーケティング的に見やすい粒度

https://public.tableau.com/app/profile/griinc
6648/viz/_16386259511510/1_1
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ロケーションテックと自動機械学習の利用例

②位置情報から属性推定
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②位置情報から属性推定の例
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nスマホアプリの会員から居住地を申告、あるいは配送先として登録してもらってい
るケースを想定
• スマホアプリの会員全体の居住県の属性情報があれば、マーケティングや広告配

信の規模を拡大することができる
• スマホアプリで収集できるGPS位置情報から、プライバシーを侵害せず、居住地

を推定する方法のご紹介

居住地情報
あり

の会員

居住地情報
なし

の会員

会員全体
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②位置情報から属性推定の例
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n居住地情報ありの会員の属性データや行動データで訓練を行い、居住地予測モデル
を作成する
n居住地予測モデルに居住地情報なしの会員の属性や行動データで居住地の予測スコ

アを算出する

居住地情報
あり

の会員

居住地情報
なし

の会員

会員全体

訓練

検証
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②位置情報から属性推定の例（特徴量）
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nデータセット
• ID
• ターゲット

- ユーザの居住都道府県（ここ
では１都３県＋α）

- マルチクラス
• 特徴量

- GPS位置情報をユーザIDごと
の統計情報に変換
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②位置情報から属性推定の例
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全体的に良い精度（その他の地域を除いて）
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②位置情報から属性推定の例
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②位置情報から属性推定の例
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n居住地情報なしの会員について、機械学習を用いて居住県の推定ができる

居住地情報
あり

の会員

居住地情報
なし

の会員

会員全体

居住県に関する予測スコアで
推定居住県を付与
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その他の例
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その他の例
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n広告による店舗送客の効果分析
• 結線テレビの情報を使ったCM効果分析を含む
• キャンペーンによる集客分析

nイベントの立地分析
• 恵比寿と中目黒どちらでイベントを開催すべきか（どのような人が、その街にい

るか？）
n訪問営業の訪問頻度ごとの営業効果曲線の分析

• MR、コンサル、保険
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位置情報データの取得サポート
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SDK

データ収集

• 自社アプリにSDKを組み込むサポート
• 位置情報データの販売
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まとめ
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nロケーションテックのパターンの例をご紹介

n現在、パーソナライゼーションの方向性が分析のトレンドだが、これから世帯
やグループでの行動の分析にシフトしていくことが想定される（個人の方が特
定しやすいが、人は社会性のある生き物なので）

nその他の事例など、知りたいことがありましたらお教えください

nまた、共有できるお話がありましたら、お教えください
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ForecastFlowの全体的な情報
nForecastFlowの全般的な情報に関しては、下記のホームページを参照してください

–https://forecastflow.jp/
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ForecastFlowの無料トライアル
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n90日間、無料でForecastFlowを試すことができます

n下記より、お申込み
nhttps://forecastflow.jp/
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次回のすいすい会
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n2022年2月16日（水）18:30-19:30

nELTツールMatillionのご紹介
• Matillionの概要（主にDXを推進するために必要なこと）
• Matillionの基本機能とデータ分析エコシステムでのMatillionの役割

（SnowflakeやTableauなどとの役割分担）
• Matillionと自動機械学習ForecastFlowの連携（特徴量エンジニアリングと

予測推論の自動化の話）
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残っている質問（今後、説明していきたい内容）
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• ビジネスの実践例を知りたい

• どのくらい正解データの数があるべきか

• 未来の施策と機械学習の実行タイミングの関係性

• ダウンサンプリングとProbability Calibration

• ForecastFlowのアルゴリズムを知りたい

• 様々な自動機械学習ツールの比較

• 様々なETL/ELTツールの比較

• Feature Store、分析基盤、CDPの説明


